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5
2023
No.194

Ｇ７宮崎農業大臣会合 （宮崎県）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202305.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、
表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

間伐ボランティア ｢札幌ウッディーズ｣ （北海道札幌市）
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高山植物等保護パトロール５０年の歩み

所有者不明森林等の特例措置活用のためのガイドライン

03 Ｇ７宮崎農業大臣会合 及び 関連閣僚会合の概要
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ジェトロ・ロンドン事務所での勤務

「新しい林業」経営モデル実証事業選定事業体の紹介

緑化功労賞人物紹介等

治山・林道工事コンクールについて

14 海外・現場最前線からの便り

同団体は、平成１３年の設立以降、札幌市やその近郊において、
●　手入れの遅れた森林で、６００回を超える除間伐等の整備活動を行ってきたこと
● 地元の自治体等と連携を図り、台風の風倒被害地における倒木の整理や植樹、防風林の保全等を行って
きたこと

●　市民が楽しく安全に森林づくりに参加できるよう指導するとともに、イベント等の積極的な開催と情報
発信により、森林づくりへの理解を醸成してきたこと
などが評価され、受賞されました。

　間伐ボランティア｢札幌ウッディーズ｣ホームページ　　▶  https://sapporo-woodies.org/
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　持続可能に経営された森林はその生育の過程で二酸化炭素を吸収し炭素を貯蔵するほか、そうした森林から合
法的に伐採された木材を建築物等に利用することで、炭素が長期的に貯蔵されます。加えて、木材は製造・加工
時のエネルギー消費が鉄やコンクリート等他の建築資材よりも少ないことから、材料代替による排出削減にも貢
献します。
　本年のＧ７農業大臣会合をはじめとする関連閣僚会合の機会を通じて、違法伐採対策を含む持続可能な森林経営
や木材利用の促進を図ることや、それにより世界的な森林減少を抑制しつつ脱炭素社会の実現を目指すことの重
要性について、国際社会に発信しました。

宮崎農業大臣会合
及び 関連閣僚会合の概要
G7特集
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４
月
15
日
（
土
）
及
び
16
日
（
日
）、
環

境
省
と
経
済
産
業
省
の
共
催
に
よ
り
、
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
が
札
幌
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
リ
協
定
の
精
神
を
踏
ま
え
、
産
業
革
命

以
来
の
化
石
燃
料
中
心
の
経
済
・
社
会
、
産

業
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
移

行
さ
せ
、
さ
ら
に
、
炭
素
中
立
、
循
環
経
済
、

自
然
再
興
を
統
合
的
に
実
現
す
る
た
め
、

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
推
進
等
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

①　

違
法
伐
採
対
策
を
含
む
持
続
可
能
な

　

森
林
経
営
と
木
材
利
用
の
促
進

②　

脱
炭
素
化
の
た
め
の
建
築
分
野
に
お
け

　

る
木
材
利
用
の
拡
大

の
重
要
性
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
森
林
経
営
は
従
来
か
ら
そ
の

重
要
性
が
共
有
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

木
材
利
用
の
促
進
の
重
要
性
が
Ｇ
７
で
明

示
的
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
が
Ｇ

７
議
長
国
を
務
め
る
本
年
の
大
き
な
成
果

で
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
森
林
減
少
へ
の
対
策
と

し
て
、
需
要
者
側
の
取
組
の
重
要
性
を
認
識

し
つ
つ
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
農
業
生
産
を

Ｇ
７
札
幌
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　
　
　
　
　
　

環
境
大
臣
会
合

Ｇ７ とは、「ＧｒｏｕｐｏｆＳｅｖｅｎ」の略称で、フランス、米国、英国、
ドイツ、日本、イタリア、カナダの７か国及び欧州連合（ＥＵ）が参加
する枠組です。Ｇ７ の会議には、Ｇ７ メンバー以外の招待国や国際機関な
どが参加することもあります。
これまで我が国は６回Ｇ７ 議長を務めており、１９７９年、１９８６年、
１９９３年（すべて東京）、２０００年（九州・沖縄）、２００８年（北海道洞爺湖）、
２０１６年（伊勢志摩）にそれぞれサミット (首脳級会合 )を開催しました。
本年、我が国は７回目の議長国となり、５月に広島サミットを開催し
ます。サミットの開催に先立ち、外務、財務、保健などテーマ別の閣僚
級会合が開催される中、４月に札幌市において気候・エネルギー・環
境大臣会合が、宮崎市において農業大臣会合が開催されました。

森
林
減
少
・
劣
化
か
ら
切
り
離
す
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
向
け
た
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

Ｇ７について
　

成
果
文
書
に
お
け
る
森
林
・
林
業
関
連
の

記
述
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/boutai/yunyuu/attach/pdf
/g7g20docum

ent-8.pdf

東京オリ・パラ選手村のスギ材を再利用した衝立
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４
月
22
日
（
土
）
及
び
23
日
（
日
）
に
、

農
林
水
産
省
の
主
催
に
よ
り
、Ｇ
７
農
業
大

臣
会
合
が
宮
崎
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
合
で
は
、
今
後
の
農
業
・
食
料
政
策
の

方
向
性
と
し
て
、

①　

自
国
の
生
産
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で

　

活
用
す
る
こ
と

②　

農
業
の
生
産
性
向
上
と
持
続
可
能
性

　

の
両
立

③　

あ
ら
ゆ
る
形
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

農
業
の
持
続
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

本
会
合
で
の
議
論
を
取
り
ま
と
め
た
Ｇ
７
農

業
大
臣
声
明
と
と
も
に
、Ｇ
７
各
国
が
取
り

組
む
べ
き
行
動
を
要
約
し
た
「
宮
崎
ア
ク

シ
ョ
ン
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
の

持
続
可
能
な
成
長
を
図
る
文
脈
で
、
収
入
機

会
の
多
様
化
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
た
め
、
農
業
に
加
え
、
持
続
可
能
な
森

林
経
営
に
よ
る
木
材
等
の
生
産
を
行
う
こ
と

の
有
用
性
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｇ
７
で
は

主
に
環
境
大
臣
会
合
の
場
で
、
地
球
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
農
業
大
臣
会
合
に
お
い
て
、
地
域
の

活
性
化
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材
等
の
生

産
の
重
要
性
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

農業大臣会合が開催された宮崎市のシーガイアコンベンションセンター
には、３０余りの展示ブースが設けられ、我が国の農林水産業に
関する様々な取組をアピールしました。
木材利用の関係でも、森林研究・整備機構  森林総合研究所、
日本ウッドデザイン協会が、「持続可能な木材利用によるネット・
ゼロ及び循環経済の実現に向けて」と題する展示を行いました。

Ｇ７宮崎農業大臣会合における展示

　

成
果
文
書
に
お
け
る
森
林
・
林
業
関
連
の

記
述
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/boutai/yunyuu/attach/pdf/
g7g20docum

ent-10.pdf

国
が
議
長
を
務
め
た
中
で
の
特
筆
す
べ
き
成

果
と
い
え
ま
す
。
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合
法
で
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
通
じ
て

生
産
さ
れ
る
、
再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
木

材
を
持
続
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
と
循
環
経
済
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
造

建
築
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
の
可

能
性
へ
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
７
農
業
大
臣
会
合
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
会
合
前
日
の
４
月
21
日
（
金
）
に
、

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
及
び
循
環
経
済
の
実
現
に
向
け
て
」
と

題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
長
く

教
鞭
を
と
り
、
建
築
専
門
家
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
ア
ラ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
を
お

招
き
し
、
同
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

持
続
可
能
な
木
材
利
用
に
よ
る

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
及
び
循
環
経
済

の
実
現
に
向
け
て

　

オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
は
、「
気
候
変
動
に
お

け
る
森
林
・
林
産
物
の
役
割
」
と
題
し
、
都

市
建
設
に
際
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

が
大
き
い
鉄
鋼
等
の
建
材
に
代
替
し
、
木
材

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
都
市
に
大
規
模
な
炭

素
の
貯
蔵
庫
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
構

想
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
生
物
由
来

の
炭
素
の
隔
離
と
貯
蔵
を
行
う
強
力
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
森
林
の
保
全
や

再
造
林
の
奨
励
な
ど
の
相
乗
効
果
も
期
待
さ

れ
る
と
の
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

　

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合
の
前
後
に
開
催

し
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

●
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

ジ
ャ
グ
ル
ッ
プ
・
ブ
ラ
ル
副
大
臣

　
　

カ
ナ
ダ
は
Ｇ
７
で
最
大
の
木
材
輸
出
国

　

で
あ
る
。
同
州
の
重
要
な
経
済
政
策
で
あ

　

り
、
先
住
民
と
協
力
し
て
実
施
さ
れ
て
い

　

る
、
マ
ス
・
テ
ィ
ン
バ
ー
行
動
計
画
に
基

　

づ
き
、
強
度
の
高
い
構
造
用
集
成
材
で

　

あ
る
マ
ス
・
テ
ィ
ン
バ
ー
の
使
用
を
促
進

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の
付
加
価
値
を

　

高
め
、
雇
用
創
出
、
経
済
成
長
、
イ
ノ
ベ
ー

　

シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
く
。

●
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

マ
リ
ア
・
ヘ
レ
ナ
・
セ
メ
ド
事
務
局
次
長

　
　

国
際
社
会
に
対
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排

　

出
削
減
に
貢
献
す
る
た
め
、
合
法
で
持
続

　

可
能
な
木
材
の
利
用
拡
大
を
呼
び
掛
け
て

　

い
る
。
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
日
本
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

　

等
と
と
も
に
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
「
持

　

続
可
能
な
未
来
の
た
め
の
持
続
可
能
な
木

材S
u
sta
in
a
b
le
 W
o
o
d
 fo
r a

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
国
際
熱

帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
シ
ャ
ー
ム
・
サ
ッ

ク
ル
事
務
局
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ま

し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
来
場

者
を
含
む
参
加
者
の
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
そ

の
発
言
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Sustainab
le W

orld
(SW

4SW
)

」
に

　

取
り
組
ん
で
い
る
。

●
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
森
林
総
合
研
究
所
中
静
透
所
長

　
　

気
候
変
動
の
ほ
か
現
在
国
際
社
会
が
直

　

面
し
て
い
る
社
会
的
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、Nature-based Solutions

（
自
然

　

を
活
用
し
た
解
決
策
）
が
求
め
ら
れ
て
お

　

り
、
こ
の
観
点
か
ら
木
材
利
用
に
関
す
る

　

技
術
革
新
に
期
待
し
て
い
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
木
材
協
議
会

タ
ン
・
テ
ィ
ン
・
ワ
イ
最
高
執
行
責
任
者

代
理
兼
国
際
事
業
開
発
部
門
長

　
　

森
林
認
証
制
度
は
、
持
続
可
能
な
木
材

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

　

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
成
り
得
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
方
法
で
生

　

産
さ
れ
た
認
証
木
材
製
品
の
流
通
価
格
を

　

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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４
月
24
日
（
月
）、
林
野
庁
は
、「
木
造
化

で
つ
な
が
る
都
市
と
農
山
村
」
と
題
し
た
産

学
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
都
市
に
お

け
る
木
材
利
用
の
促
進
が
い
か
に
農
山
村
の

発
展
に
貢
献
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
前
出
の

ア
ラ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
と
国
内
の
研
究

者
・
専
門
家
や
民
間
企
業
等
が
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
記
念

「
木
造
化
で
つ
な
が
る
都
市
と

農
山
村
」
産
学
関
係
者
に
よ
る

意
見
交
換
会

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
や
循
環
型
経
済
を
構

築
す
る
上
で
、
合
法
で
持
続
可
能
な
木
材
利

用
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
促
進
の
た
め
に
は
、
政
府
、
国
際
機
関
、

学
術
研
究
者
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
間
で
継
続

的
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
発

信
す
る
好
機
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
、
オ
ル
ガ
ン

ス
キ
氏
か
ら
、
農
業
大
臣
会
合
で
報
告
さ
れ
、

各
国
大
臣
か
ら
も
、
森
林
保
全
や
木
材
利
用

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
氏
か
ら
、
都
市
建
設
に
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
都
市
に
大
規
模
な
炭
素
の
貯
蔵

庫
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
構
想
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
同
氏
と
共
同
で
建

築
設
計
事
務
所
を
経
営
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

グ
レ
イ
氏
か
ら
、
同
社
が
手
掛
け
た
木
造
建

築
の
実
物
件
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
の
講
演

意
見
交
換

　

意
見
交
換
で
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
の
腰
原
幹
雄
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
、
次
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

・　

三
菱
地
所
株
式
会
社　

関
連
事
業
推
進

　

部
長
兼
木
造
木
質
化
事
業
推
進
室
長

　

森
下
喜
隆
氏

・　

株
式
会
社
大
林
組　

木
造
・
木
質
推
進

　

部
主
席
技
師　

山
﨑
慎
二
氏

・　

株
式
会
社
竹
中
工
務
店　

木
造
・
木
質

　

建
築
推
進
本
部
長　

石
川
修
次
氏

・　

株
式
会
社
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

　

ス
タ
ジ
オ

主
宰
建
築
家

原
田
真
宏
氏

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
、
オ
ル
ガ
ン

ス
キ
氏
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

●　

建
築
物
の
高
さ
は
技
術
の
進
歩
の
〝
も

　

の
さ
し
〞と
し
て
分
か
り
や
す
い
が
、
大

　

都
市
だ
け
で
な
く
地
方
都
市
に
お
け
る
需

要
も
考
慮
し
、
土
地
利
用
や
伝
統
等
の
要
素

も
加
味
し
た
設
計
を
進
め
て
い
く
べ
き
。

●　

木
材
利
用
、
森
林
保
全
、
排
出
削
減
を

　

組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
都
市
と
地
方
の

　

シ
ナ
ジ
ー
を
生
み
出
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

　

ス
や
雇
用
創
出
の
機
会
に
な
る
。

●　

建
築
物
の
解
体
に
発
生
す
る
木
材
を
再
利

　

用
す
る
こ
と
で
、
炭
素
貯
蔵
を
長
期
化
で

　

き
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
と
グ
レ
イ
氏
か

ら
、
日
本
国
内
の
関
係
者
が
伝
統
を
生
か
し

つ
つ
新
し
い
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的

な
構
想
を
持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
る
こ
と
へ
の
賛
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
が
、
産
官
学
の
関
係
者

が
新
た
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
す

る
一
助
と
な
り
、
今
後
の
展
開
に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、

第
17
回
「
み
ど
り
の
式
典
」
が
開
催

緑
化
推
進
運
動
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
と
は

　

緑
化
の
推
進
は
、
国
土
及
び
環
境
の
保
全
、
水
資
源

の
涵
養
、
生
活
環
境
の
改
善
等
の
観
点
か
ら
、
極
め
て

重
要
で
す
。
昭
和
58
年
、
国
土
の
緑
化
に
関
し
、
関
係

行
政
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
総
合
的
か
つ

効
率
的
な
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

関
係
府
省
（
現　

内
閣
府
、
総
務
省
、
財
務
省
、
文
部

科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環
境
省
）
か
ら
な
る
緑
化
推
進
連
絡
会
議
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
緑
化
運
動
の
推
進
に
資
す

る
た
め
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
年
、
緑
化
活
動
の
推
進
や
、

緑
化
思
想
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
個
人
又
は
団
体
に
対
し
、
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
学
術
賞
と
は

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
は
、
国
内
に
お
い
て
植
物
、

森
林
、
緑
地
、
造
園
、
自
然
保
護
等
に
係
る
研
究
、
技

術
の
開
発
そ
の
他
「
み
ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
に
授
与
す
る
賞
で
す
。「
み

ど
り
の
日
」（
５
月
４
日
）
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
と

理
解
を
一
層
促
進
し
、「
み
ど
り
」
に
つ
い
て
の
国
民

の
造
形
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
18
年
に
創
設
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
34
名
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

TOPICS

01

　
「
み
ど
り
の
式
典
」
は
、「
み
ど
り
の
日
」
に
つ
い
て
国
民

の
関
心
と
理
解
を
一
層
促
進
し
、「
み
ど
り
」
に
つ
い
て
の

国
民
の
造
詣
を
深
め
る
「
み
ど
り
の
月
間
（
４
月
15
日
か
ら

５
月
14
日
）
」
の
中
心
的
な
行
事
で
す
。

　

４
月
28
日
、
第
17
回
「
み
ど
り
の
式
典
」
が
、
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
下
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
令
和
５
年
み
ど
り

の
学
術
賞
及
び
令
和
５
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

40
回
目
と
な
る
今
年
の
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
の
受
賞
者
は
、

13
の
個
人
・
団
体
で
す
。
森
林
の
整
備
、
花
き
に
よ
る
緑
化
、

学
校
緑
化
、
工
場
緑
化
、
都
市
緑
化
、
水
源
保
全
や
自
然
環

境
保
全
の
活
動
等
、
様
々
な
緑
化
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
推

進
さ
れ
た
功
労
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、特
に
森
林
に
関
す
る
緑
化
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
受
賞
者
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

み
ど
り
の
式
典
が
開
催

令
和
５
年
の
緑
化
推
進
運
動
功
労
者

（写真提供：内閣府）
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●

田
中  

政
晴
　
氏

　
　

所
有
林
の
経
営
を
行
い
な
が
ら
、
優
良
材
の
生
産
や
新

　

た
な
施
業
方
法
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
林
業
研
究

　

会
を
設
立
す
る
な
ど
地
域
の
森
林
づ
く
り
に
幅
広
く
貢
献

　

し
ま
し
た
。

●　

間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
札
幌
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ズ
」

　
　

手
入
れ
不
足
の
森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
間
伐
等
の
整
備

　

を
進
め
、
地
域
の
森
林
保
全
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
森

　

林
づ
く
り
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
市
民
の

　

理
解
醸
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

●

住
田
町
立
有
住
中
学
校

　
　

学
校
林
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
独
自
教
科
「
地
域

創
造
学
」
と
し
て
、
３
年
間
を
通
し
た
森
林
環
境
学
習
を

　

実
施
し
ま
し
た
。

●

愛
知
用
水
土
地
改
良
区

　
　

水
源
地
で
あ
る
長
野
県
木
曽
地
域
の
自
治
体
等
と
連
携

　

し
て
植
樹
や
間
伐
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
啓
発
活
動
に
よ

　

り
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
緑
化
意

　

識
の
醸
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

●

大
牟
田
生
物
愛
好
会

　
　

自
然
観
察
教
育
会
や
調
査
を
定
期
的
に
行
い
、
そ
の

　

デ
ー
タ
を
広
く
公
開
す
る
ほ
か
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し

　

た
自
然
環
境
教
育
や
里
山
保
全
活
動
に
尽
力
し
、
自
然
環

境
の
保
全
に
対
す
る
市
民
の
理
解
醸
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

※

　

各
受
賞
者
の
詳
し
い
功
績
・
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
毎
月
、

　

本
誌
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・田中   政晴　氏  ( 香川県さぬき市 ) 

・間伐ボランティア「札幌ウッディーズ」 ( 北海道札幌市 )

・住田町立有住中学校  ( 岩手県気仙郡住田町 )

・一戸南小学校 御所野愛護少年団 ( 岩手県一戸町 )

・特定非営利活動法人 わたらせ未来基金 ( 栃木県小山市 )

・荒川グリーングリン ( 埼玉県寄居町 )

・長岡市立山本中学校 ( 新潟県長岡市 )

・富士通株式会社  沼津工場 ( 静岡県沼津市 )

・愛知用水土地改良区 ( 愛知県大府市 )

・特定非営利活動法人 田原菜の花エコネットワーク ( 愛知県田原市 )

・奈半利町立奈半利中学校 ( 高知県奈半利町 )

 ・大牟田生物愛好会 ( 福岡県大牟田市 )

・熊本市立芳野小学校 ( 熊本県熊本市 )

令和５年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰の受賞者

●　倉田  のり 博士（遺伝育種学、植物ゲノム科学、植物生理学）
　　国立遺伝学研究所名誉教授、総合研究大学院大学名誉教授
　受賞功績：「イネのゲノム情報基盤の確立と生殖・多様性研究」に関する功績

●　津村  義彦博士（森林遺伝学、分子生態学）
　　筑波大学生命環境系教授 /山岳科学センター長
　受賞功績：「森林樹木の遺伝的地域性の解明と森林の遺伝的保全管理への展開」
　に関する功績

令和５年みどりの学術賞の受賞者

ご案内
　７月２９日（土）に、日本科学未来館（東京都江東区）において、みどりの学術賞受賞記念トークイベントが開催されます。
みどりに関する研究を分かりやすく伝える活動を行う「みどりの科学コミュニケーター」が、受賞者とともに、研究の内容
や魅力をひも解きます。

※イベントの詳細は、日本科学未来館ホームページ（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｍｉｒａｉｋａｎ．ｊｓｔ．ｇｏ．ｊｐ/）にて後日公表予定です。

倉田  のり　博士 津村  義彦　博士

個人

団体

た
な
か　

ま
さ
は
る

か
ん
ば
つ

す
み
た
ち
ょ
う
り
つ
あ
り
す
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

あ
い
ち
よ
う
す
い
と
ち
か
い
り
ょ
う
く

お
お
む
た
せ
い
ぶ
つ
あ
い
こ
う
か
い

さ
っ
ぽ
ろ

た なか   まさはる

かんばつ

いちのへみなみしょうがっこうごしょあいごしょうねんだん

さっぽろ

とくていひえいりかつどうほうじん

とくていひえいりかつどうほうじん　  た はら  な　　 はな

み ら い き き ん

あらかわ

ながおかしりつやまもとちゅうがっこう

くまもとしりつよ し の しょうがっこう

ふ じ つ う かぶしきがいしゃ   ぬまづこうじょう

な は り ちょうりつ な は り ちゅうがっこう

くら  た

つ  むら    よし  ひこ

（写真提供：内閣府）

すみたちょうりつありすちゅうがっこう

あいちようすいと ちかい りょうく

お お む た せいぶつあいこうかい
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令
和
４
年
度  

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
・
林
業
の
再
生
の
推
進

な
ど
、
事
業
実
施
に
お
け
る
施
策
効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
治
山
・
林
道
工
事
で
、
民
有
林
の
模
範

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
も
、
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
治
山
工
事
部
門
と
林
道
工
事
部
門
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
と

林
野
庁
長
官
賞
を
決
定
し
、
２
月
16
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
工
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

TOPICS

02

工
事
内
容

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
い
、
熊
本
県
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
熊
本
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
国
の
直
轄
代
行
事
業

と
し
て
、
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
災
害
復
旧
等
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

合
戦
場
地
区
に
お
い
て
は
、
直
下
の
農
地
と
町
道
に
崩
壊

土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
か
ら
、
山
腹
工
１
ヶ
所
と
渓
間
工
１

基
を
施
工
し
、
西
地
区
に
お
い
て
は
、
直
下
の
鉄
道
（
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
）
と
国
道
（
３
号
線
）
に
崩
壊
土
砂
が
流
出

し
た
こ
と
か
ら
、
山
腹
工
１
ヶ
所
と
渓
間
工
２
基
を
施
工
し

ま
し
た
。

切取土量を把握するために３次元測量データと3次元設計とを比較

農林水産
大臣賞

芦
北
地
区
治
山
工
事
（
合
戦
場
外
１
）

大
政
建
設
株
式
会
社　

熊
本
県
熊
本
市

治
山
工
事
部
門
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評
価
の
ポ
イ
ン
ト

●

無
人
航
空
機
を
活
用
し
た
３
次
元
デ
ー
タ
の
測
量
・
設

　

計
や
自
動
追
尾
型
測
量
機
器
を
活
用
し
た
土
工
工
事
を
実

　

施
す
る
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
を
積
極
的
に
導
入

し
、
効
率
的
な
施
工
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●　

残
置
式
木
製
型
枠
の
採
用
を
提
案
す
る
な
ど
、
周
囲
の

　

景
観
配
慮
や
木
材
利
用
に
努
め
ま
し
た
。

工
事
内
容

　

効
率
的
な
木
材
生
産
や
森
林
施
業
を

行
う
た
め
、
林
業
専
用
道
規
格
に
よ
り

設
計
さ
れ
た
延
長
２
千
３
百
m
の
林
道

を
新
設
し
ま
し
た
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

●　

建
設
機
械
に
３
６
０
度
カ
メ
ラ
や
人
検
知
衝
突
軽
減
シ

　

ス
テ
ム
を
装
着
し
、
作
業
効
率
の
向
上
や
作
業
員
の
安
全

　

を
確
保
し
ま
し
た
。

●　

Ｃ
Ａ
Ｄ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
設
計
）
デ
ー
タ
を

　

活
用
し
、
設
計
変
更
に
素
早
く
対
応
す
る
な
ど
、
効
率
的

　

な
施
工
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

●　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
仮
想
現
実
、Ｖ
Ｒ
）
を
活

　

用
し
た
災
害
疑
似
体
験
を
行
い
、
安
全
に
対
す
る
意
識
を

　

高
め
ま
し
た
。

残置式木製型枠

VRを活用した災害疑似体験

タブレットPCでCADデータを活用

バックホウに装備した360度カメラと人検知衝突軽減システム

農林水産
大臣賞

湯
擬
谷
第
１
分
線
林
道　

新
設
工
事

西
江
建
設
株
式
会
社　

北
海
道
帯
広
市

林
道
工
事
部
門
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北
海
道
で
は
北
欧
を
モ
デ
ル
に
、
作
業
計

画
か
ら
素
材
生
産
、
流
通
、
再
造
林
、
保
育

に
至
る
各
工
程
に
お
い
て
、
新
技
術
を
導
入

し
た
安
全
で
収
益
性
の
高
い
作
業
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、
地
形
や

気
候
な
ど
に
類
似
点
が
多
く
機
械
化
に
適
し

た
十
勝
地
方
に
お
い
て
、（
有
）
大
坂
林
業
、

（
株
）
渡
邊
組
、（
有
）
サ
ン
エ
イ
緑
化
の
林

業
経
営
体
と
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構
、（
株
）
フ
ォ
テ
ク
の
支
援
機

関
が
共
同
で
、
実
証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
収
益
性
の
向
上
と
と
も
に
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
を
実
現
で
き
る
経
営

モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
証
事
業
は
都
道
府
県
単
位
で
、
12
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
本
情
報
誌
内
で
、

昨
年
度
の
取
組
み
を
順
次
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
、
今
月
号
で
は
、
北
海
道
と
岩
手
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

「
新
し
い
林
業
」
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
選
定
経
営
体
の
紹
介図１　自動植付機

北
欧
を
モ
デ
ル
に
し
た
北
海
道

・
十
勝
型
機
械
化
林
業
経
営

実
証
内
容

１
、
生
産
計
画

　

・　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
伐
採
予
定
地

　
　

の
地
形
・
現
場
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
・
路
線

　
　

計
画
を
作
成
。

２
、
素
材
生
産
・
流
通

　

・　

採
算
性
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
機
能
を
活
用
。

　

・　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ

　
　

を
使
っ
た
完
全
機
械
化
作
業
シ
ス
テ
ム

　
　

で
の
造
材
の
実
証
。

３
、
再
造
林
・
保
育

　

・　

自
動
植
付
機
（
図
１
）
導
入
に
よ
る

　
　

植
栽
作
業
の
効
率
化
の
実
証
。

　

・　

植
栽
位
置
誘
導
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

　
　

位
置
決
め
作
業
の
省
力
効
果
を
検
証
。

シリーズ
新しい林業
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ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
通
常
１
日
か
か
る
毎

木
調
査
が
10
分
に
省
略
で
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
取
引
で
繰
り
返
さ
れ
る
検
知
作

業
を
省
略
で
き
る
可
能
性
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

　

汎
用
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
外
装
す

る
こ
と
で
位
置
情
報
を
フ
ォ
ワ
ー
ダ
集
材
工

程
と
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植
栽
位
置
誘
導
装
置
の
利
用
は
乗
用
刈
払
機

導
入
な
ど
の
可
能
性
を
拡
げ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
証
結
果

図２　乗用刈払機

図３　トラクターによる地拵

図４　ICTハーベスタ

図５　フォワーダによる集材

　

岩
手
県
で
は
、
素
材
生
産
か
ら
再
造
林
、

製
材
ま
で
の
垂
直
統
合
モ
デ
ル
の
構
築
、
日

本
版
Ｃ
Ｔ
Ｌ（
短
幹
集
材
）
シ
ス
テ
ム
の
確

立
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
林
業
生
産
管
理
標
準
仕
様
」

の
普
及
を
テ
ー
マ
と
し
、（
株
）
柴
田
産
業
、

住
友
林
業
（
株
）、
岩
手
大
学
が
共
同
で
実

証
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

・　

植
栽
位
置
情
報
を
乗
用
刈
払
機
（
図

　
　

２
）
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
下

　
　

刈
り
作
業
に
与
え
る
省
力
化
効
果
の
検

　
　

証
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｔ
Ｌ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
垂
直
統
合
型

経
営
モ
デ
ル
の
構
築

実
証
内
容

１
、
シ
ス
テ
ム
構
築

　
　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
林
業
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準

仕
様｣

に
準
拠
し
た
素
材
生
産
管
理
シ

実
証
結
果

　

ス
テ
ム
、
造
林
計
画
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

２
、
森
林
調
査

　
　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
レ
ー
ザ
計
測
を
利

　

用
し
、
地
形
情
報
や
単
木
の
樹
高
・
本
数

　

の
定
量
的
情
報
を
高
い
精
度
で
把
握
。

３
、
素
材
生
産

　
　

資
源
情
報
や
地
形
情
報
か
ら
、
各
現
場

の
生
産
計
画
を
作
成
し
、
現
場
作
業
を

設
計
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
図
４
）
か
ら
得

　

ら
れ
る
デ
ー
タ
や
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
機

　

能
等
を
活
用
し
て
現
場
情
報
を
共
有
。

４
、
販
売
・
流
通

　
　

製
材
工
場
に
お
け
る
需
要
情
報
の
集
約

　

に
よ
る
採
材
仕
様
の
シ
ス
テ
ム
化
。

５
、
再
造
林

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
へ
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
を
装
備

　
（
図
３
）
す
る
地
拵
の
機
械
化
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
、
素
材
生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
、
造
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
現
場
へ
導

入
し
、
必
要
項
目
の
抽
出
等
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
調
査
で
は
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ザ
計
測
の

デ
ー
タ
か
ら
点
群
加
工
と
樹
頂
点
抽
出
を
行

い
、Ｄ
Ｅ
Ｍ
作
成
や
資
源
量
の
推
定
を
行
い

ま
し
た
。

素
材
生
産
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
活

用
し
、
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
機
能
が
現
地
で
の

材
の
径
級
判
別
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
集

材
（
図
５
）、ハ
ー
ベ
ス
タ
と
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
連
携
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン

グ
機
能
は
、
自
社
工
場
向
け
の
検
知
作
業
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

再
造
林
で
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
装
備
の
ト
ラ

ク
タ
ー
は
緩
傾
斜
地
で
伐
根
を
含
め
て
問
題

な
く
破
砕
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
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日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
日

本
の
各
都
道
府
県
に
所
在
す
る
国
内
事
務
所

と
、
70
ヶ
所
を
超
え
る
海
外
事
務
所
か
ら
な

る
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
日

本
の
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
振
興
、
日
系

企
業
の
海
外
進
出
支
援
、
各
国
制
度
等
の
調

査
・
研
究
や
対
日
投
資
の
促
進
に
取
り
組
む
、

経
済
産
業
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
で
す
。

ジ
ェ
ト
ロ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
農
林
水

産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
は
大
き
な
柱
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
や
品
目
団

体
か
ら
委
託
等
を
受
け
、
海
外
見
本
市
や
国

内
外
で
の
商
談
会
の
開
催
、
現
地
情
報
の
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
は
英
国

の
み
な
ら
ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
を
管
轄
し
て
お
り
、
ま
た
、
欧
州

内
の
海
外
事
務
所
の
統
括
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
に
お
い
て
私

は
食
品
分
野
を
担
当
し
て
お
り
、
日
本
産
食

品
関
係
事
業
・
商
談
会
の
運
営
（
写
真

、

写
真

）、
現
地
の
食
品
関
係
規
制
に
関
す

る
情
報
発
信
と
個
別
照
会
対
応
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
日
本
産
食
品
の
輸
出

促
進
（
写
真　

）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

英
国
・
欧
州
の
食
品
市
場
は
、
他
の
地
域
・

国
に
比
べ
る
と
規
制
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

言
わ
れ
、
ま
た
、
日
本
食
へ
の
理
解
度
が
必

ず
し
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
他

の
地
域
・
国
へ
の
影
響
力
を
持
つ
た
め
、
英

国
・
欧
州
で
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
世
界

戦
略
に
直
結
す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
当

地
市
場
に
挑
戦
す
る
事
業
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
業
者
の
皆
様
の
一
助

写真 　 職場近くのセントポール寺院

写真 　  スウェーデンでの日本産食材展示・商談会

ジ
ェ
ト
ロ
・

ロ
ン
ド
ン
事
務
所
で
の
勤
務

London

3

3

4

2

写真 　  英国での日本産食材のＰＲイベント2

1

独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）・ロンドン事務所
農業・食品チーム　ダイレクター 飯田　俊平

海外・現場最前線
からの便り
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写真 　 ＪａｐａｎＨｏｕｓｅ　Ｌｏｎｄｏｎでの講演（写真提供：ＪａｐａｎＨｏｕｓｅ　Ｌｏｎｄｏｎ）

と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
ロ
ン
ド
ン
に
着
任
し
た
の
は
２
０
２

０
年
９
月
で
コ
ロ
ナ
の
第
一
波
が
収
束
し
た

頃
で
し
た
。
そ
の
後
も
数
回
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
、
E
U
か
ら
の
完
全
離
脱
、
コ
ロ
ナ
規
制

の
段
階
的
緩
和
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
即
位

70
周
年
、
短
期
間
で
の
首
相
の
交
代
劇
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
崩
御
な
ど
、
数
々
の
歴
史

的
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
度

に
英
国
政
府
の
振
る
舞
い
と
そ
れ
に
対
す
る

英
国
の
国
民
の
反
応
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
本
に
比
べ
る
と
適
当
に
思
え
る

と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
の
で
す
が
、
締
め
る
べ

き
と
こ
ろ
は
き
ち
ん
と
締
め
て
物
事
を
合
理

的
に
進
め
、
表
現
と
し
て
は
〝
程
よ
く
美
し

い
〞と
い
う
印
象
で
す
。
ま
た
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
英
国
は
ル
ー
ル

作
り
に
長
け
て
い
る
と
言
わ
れ
、
食
品
関
連

に
つ
い
て
も
複
数
の
認
証
制
度
を
生
み
出
す

な
ど
、
分
野
を
問
わ
ず
そ
の
性
格
が
表
れ
て

い
ま
す
。

　

普
段
は
食
品
分
野
の
業
務
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
森
林
・
木
材
分
野
の
話
題
も
い
く
つ

か
ご
紹
介
し
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
日
本

の
多
様
な
魅
力
を
伝
え
る
場
と
し
て
外
務

省
が
創
設
し
た
対
外
発
信
拠
点
のJapan 

H
ouse London

が
あ
り
、
昨
年
９
月
か
ら

今
年
１
月
に
か
け
て
「
飛
騨
の
匠
」
を
テ
ー

マ
に
飛
騨
高
山
地
域
の
木
工
技
術
や
伝
統
、

歴
史
を
、
森
林
素
材
や
大
工
道
具
、
木
工
家

具
、
木
製
の
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
通
じ
て
紹

介
す
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

期
間
中
、
日
本
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
つ
い
て
講
演
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
（
写

真　

）、
参
加
者
の
方
々
に
日
本
の
多
様
な

森
林
や
木
材
利
用
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
国
で
も
木
材
を
使
用

し
た
建
築
物
の
整
備
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
推
進
す
る
自

治
体
で
C
L
T※

１

を
使
っ
た
複
数
の
建
築

物
が
整
備
（
写
真　

）
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

現
地
の
不
動
産
会
社
と
合
弁
企
業
を
結
成
し

た
日
系
企
業
が
中
大
規
模
木
造
建
築
物
を

整
備
す
る
事
例※

２
（
写
真　

）
な
ど
も
見

ら
れ
ま
す
。

写真 　  英国のオンラインスーパーでの日本食材特集ページ

写真 　  ロンドン市内のCLTを使った公共施設写真 　 ロンドン市内に整備予定の６階建て木造建築物（写真提供：住友林業株式会社）

4

5

5

6

6

7

7

　

世
界
都
市
・
ロ
ン
ド
ン
に
は
様
々
な
人
・

物
・
情
報
が
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
差

別
化
す
る
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
市
場
の

特
性
を
と
ら
え
な
が
ら
考
え
、
日
本
産
食
材

に
限
ら
ず
日
本
の
良
さ
を
更
に
普
及
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
１　
「C

ro
ss Lam

in
ated

 Tim
b
er

」
の
略
。

　

一
定
の
寸
法
に
加
工
さ
れ
た
ひ
き
板
（
ラ
ミ
ナ
）

　

を
繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た

　

も
の
。

※

２　

住
友
林
業
株
式
会
社
が
英
国
のByw

ater

 Prop
erties Lim

ited
と
合
弁
会
社
を
結
成
し
、

「Paradise SE11

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
木
造
６

　

階
建
て
の
環
境
配
慮
型
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
予
定
。
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高
山
植
物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

50
年
の
歩
み

富
山
森
林
管
理
署
（
以
下
、
富
山
署
）
管

内
の
国
有
林
の
多
く
は
、
富
山
県
東
部
に
位

置
す
る
山
岳
地
帯
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

部
山
岳
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
１
年
６
月
に
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
が
全
線
開
通
し
、
多
く
の
観
光
客

や
登
山
者
が
立
山
・
室
堂
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
線
開
通
前
か
ら
、
高
山
植
物
等
の
踏
み

荒
ら
し
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
等
が
懸
念
さ
れ
、

自
然
環
境
保
護
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
必
要

性
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
富
山
署
、
地

元
自
治
体
、
山
小
屋
関
係
者
、
民
間
企
業
等

に
よ
り
１
９
７
１
年
に
立
山
地
区
国
有
林
野

保
護
管
理
協
議
会
が
発
足
し
、
翌
年
よ
り
室

堂
地
区
に
お
い
て
高
山
植
物
等
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
９
年
か
ら
１
９
８
２
年

に
か
け
て
、
薬
師
岳
・
雲
ノ
平
地
区
、
黒
部

中
部
森
林
管
理
局　

富
山
森
林
管
理
署

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

富山県富山市黒崎字塚田割 ５９１-２

４２４,７５８ha
うち森林面積   　　 ２８５,２７７ha
　うち国有林面積 １０４,５３２ha

１０市４町１村
富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、
南砺市、射水市、上市町、立山町、入善町、朝日町、舟橋村

　富山森林管理署は、富山県のほぼ中央に位置する富山市に所在し、県
内全域を管轄しています。このうち４市４町に所在する １０万５千 ha の
国有林・官行造林を管理しており、富山県内の森林面積 ２８ 万 ５ 千 ha の
約３７％を占めています。
　管内の国有林は、ブナ等の天然林が５万７千ha （５５％）、スギ等の人工
林が２千４百 ha （２％）、山岳地帯等が４万５千 ha（４３％）となっており、
その多くは、富山県東部の急峻な北アルプスの山岳地帯に位置し、重要
な水源地であるとともに、自然景観に優れていることから中部山岳国立
公園に指定されるなど登山や自然観察等のレクリエーションの場として
毎年多くの方が訪れています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

活
動
の
概
要

　

活
動
内
容
は
、
観
光
客
や
登
山
者
へ
の
高

山
植
物
等
の
保
護
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
、

ゴ
ミ
拾
い
等
の
美
化
活
動
、
立
入
禁
止
区
域

の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
張
り
、
登
山
道
の
雪
渓

切
り
等
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
観
光
客
や

登
山
者
か
ら
山
や
植
物
の
名
前
、
登
山
の

コ
ー
ス
タ
イ
ム
な
ど
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
、

知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
と

さ
れ
ま
す
（
写
真
１
、
２
）。

地
区
、
白
馬
・
朝
日
・
北
又
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
協
議
会
が
発
足
し
、
現
在
ま
で
４
地
区
で

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
２
年
か
ら
50
年
間
、
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
、
続
け
て
き
た
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

富山県

石川県

富山森林管理署
●

［ ［

し
ろ
う
ま

く
も
の
だ
い
ら

む
ろ
ど
う
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１
９
７
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
山
植
物
等

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
こ
れ
ま
で
延
千
人

以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
黒
部
ダ
ム
竣
工
60
周
年
を
迎

え
、
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に
も
多

く
の
観
光
客
や
登
山
者
の
方
々
の
来
訪
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

山
岳
地
帯
の
雄
大
な
自
然
、
数
多
く
の
希

少
な
動
植
物
等
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
今

後
も
地
元
自
治
体
、
山
小
屋
関
係
者
、
環
境

省
、
民
間
企
業
等
と
共
に
組
織
の
枠
組
み
を

超
え
て
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

活
動
で
の
指
導
内
容

　

１
９
８
５
年
以
降
、
登
山
道
外
へ
の
立
ち

入
り
に
対
す
る
指
導
件
数
は
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
マ
ナ
ー

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

一
方
、
近
年
は
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
指
導
が

今
後
の
課
題

　

北
ア
ル
プ
ス
で
は
、
登
山
道
の
損
壊
や
標

識
等
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

広
大
な
エ
リ
ア
で
最
新
の
状
況
や
正
確
な
位

置
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
カ
メ
ラ

で
撮
影
・
記
録
す
る
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
今

後
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
関
係
者
と
共
有
し
、

有
効
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
年
齢
は
、
２
０

０
０
年
以
前
は
全
員
20
代
以
下
で
し
た
が
、

近
年
は
30
代
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た

こ
の
２
、３
年
は
50
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
図
２
）が
、

高
山
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
体
力
や
経
験
が

必
要
で
す
。
若
い
方
や
登
山
経
験
の
豊
富
な

方
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

34% 35%

66%

27%

34%

27%

22%

10%

22%

1%

22%

1990年-1994年 2015年-2019年 2020年-2022年

50代

40代

30代

20代

10代

写真２ 登山道の雪渓切り 写真１ 登山者 への説明

写真３　啓発ポスター

図２　パトロール員の年齢構成

図１　パトロールで の 指導件数 とその 内容

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ス
ト
ッ
ク
の
先

端
に
キ
ャ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
な
い
と
高
山

植
物
や
登
山
道
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
キ
ャ
ッ
プ
装
着
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
富
山
署
で
は
、
若
手
職
員
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
室
堂
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
主
要
施
設
や
各
山
小
屋
等

に
掲
示
し
、
１
年
を
通
じ
て
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

1人あたりの指導件数（単位：件） 入込者数（単位：千人）

ストック・キャップ装着
その他
登山道外への立ち入り
高山植物採取
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100
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60

40
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3,000
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1,000
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0
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※住民票の除票がない場合、登記簿等の住所地を本籍地と仮定して請求

TOPICS

03
「森林に手を入れたいが、所有者が不明で困っている…」
   そのような場合に活用できる特例措置があります

所有者不明森林等の
特例措置活用のためのガイドライン

　所有者不明森林等の特例措置活用のためのガイドライン

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
keieikanri/sinrinkeieikanriseido.html#3.6

図１ 森林所有者の探索の事務の流れ 図２ 探索の範囲

　近年、森林所有者の不在村化や世代交代等により、森
林所有者が不明となる森林が多く発生しています。
　これに対応するため、平成３１年４月に始まった「森
林経営管理制度」では、森林所有者の一部又は全部が不
明であっても、市町村による森林の経営管理を可能と
する「所有者不明森林等の特例措置」を設けています。
　同措置では、市町村が森林所有者の探索を行った上
で、公告等の一定の手続きを経ることにより、不明森
林所有者等が経営管理集積計画の策定に「同意したも
のとみなす」ことが可能となっています。同措置には、
森林所有者の一部が不明の場合に適用する「共有者不
明森林の特例」、森林所有者の全部が不明の場合に適
用する「所有者不明森林の特例」、所有者を確知した
ものの同意が得られない場合に適用する「確知所有者
不同意森林の特例」の３パターンがあります。
　特に、「共有者不明森林の特例」は、市町村の手続
きのみで完結することが可能です。また、相続人の
探索範囲は、原則として、登記名義人の「配偶者と子」

までとしています。既に、令和４年度までに、全国の５
市町（北海道千歳市、青森県三戸町、群馬県甘楽町、
京都府綾部市、鳥取県若桜町）で本特例が活用され
ています。
　本措置は、これまで経験したことがない仕組みです
ので、活用に二の足を踏む市町村も多いかと思います。
このため、林野庁では、令和４年４月に、「所有者不明
森林等の特例措置活用のためのガイドライン」を公表
しました。本ガイドラインでは、不明森林所有者の「探
索」を中心に、事務の流れ（図１）や探索の範囲（図２）
を分かりやすく説明するとともに、実際の活用事例も
紹介しています。
　所有者不明森林等の取扱いにお困りの場合は、本ガ
イドラインを参照の上、是非、特例措置の適用をご検
討ください。
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
の
期
間

は
、緑
の
募
金
の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る
「
み

ど
り
の
月
間
」
で
す
。
４
月
14
日
、
早
速
、

岸
田
総
理
に
緑
の
羽
根
を
贈
り
、
緑
の
募
金

運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

岸
田
総
理
に
緑
の
羽
根
つ
け

長
野
県
に
て
国
土
緑
化
推
進
機
構
「
緑
の

募
金
」
中
央
事
業
「
や
ま
ん
ば
の
森
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
２
０
２
３
年
「
国
際
森

林
デ
ー
」
記
念
植
樹
祭
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
上
田
女
子
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者

の
方
に
よ
り
、
地
域
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る

や
ま
ん
ば
の
森
づ
く
り

歌
「
風
に
な
れ
ヤ
マ
ン
バ
の
木
」
の
合
唱
が

あ
り
、
私
は
伴
奏
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
植
樹
で
し
た
！
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド

の
３
種
類
５
本
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
花
が
咲
く
頃
に
見
に
来
た
い
で
す
！

　
「
緑
の
募
金
」
中
央
事
業
で
あ
る
森
林
環
境

教
育
、
木
育
の
現
場
を
初
め
て
経
験
し
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
思
い
出
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
ま
た
大
人
に
な
っ
て
森
に
帰
っ
て
来
る
。

そ
う
や
っ
て
、
み
ど
り
が
次
世
代
に
受
け
継
が

れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い

緑
豊
か
な
日
本
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
参

加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
理
と
の
歓
談
で
は
、
ま
ず
私
か
ら
大
阪
・

関
西
万
博
の
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
こ
の
地

球
の
続
き
を
」
の
一
節
を
歌
い
、万
博
の
舞
台
、

夢
洲
で
も
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
に
木
材
が
使
わ

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
お
話

し
ま
し
た
。
総
理
か
ら
は
木
材
を
利
用
し
た

会
場
の
完
成
予
想
図
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
、
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
総
理
は
「
私
た
ち
人
と
緑
、
森
林

は
と
て
も
繋
が
り
が
深
い
も
の
で
あ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

み
ど
り
の
大
使
に
な
り
約
３
ヶ
月
、
私
も

同
じ
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
緑
豊
か
な
日
本
、
そ
の
土
台
に
は
、

戦
後
の
は
げ
山
と
向
き
合
い
再
生
に
向
け
て

努
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
の
皆
様
の
想
い

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
緑
の
募
金
は

森
林
整
備
や
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

森
林
環
境
教
育
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
私
も

１
０
０
年
後
の
人
々
や
日
本
の
こ
と
を
考
え

ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
私
は
「
森
林
の
循
環
の
大
切
さ
」

を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に
は
国
産

材
の
積
極
的
な
利
用
が
必
要
で
す
。
今
年
は

私
の
特
技
で
あ
る
作
詞
作
曲
や
弾
き
語
り
を

活
か
し
、
国
産
木
材
の
ギ
タ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
詞
作
曲
で
伝
え
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。
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